











































































































































































































































































































































































































































































































































































１．Takada ,F . ,  2019 .  Nat iona l  Standard
CurriculumandContentsForKindergarten,
inJapanese Cit izens Chal lenge New

































































































































































































































































































































































































































































year old children’s block play scene：
Focusing on the children creation and
sharing, Poster Presentation atECERA
28th Conference (Budapest，Hungary),
2018.8
12．［ 学 会 発 表 ］Akita,K./Tsujitani,M./
Miyamoto,Y./Miyata,M./Ishida,K.Designing
the Guideline Booklet to Improve the
































































































































































































































































































































































































































































南端地域における “ 魚拓相 ” の調査」第51回
日本魚類学会年会（50周年記念大会）、2018
年10月（東京）
３．［口頭発表］宮崎佑介「市民が取得した魚類
の情報を科学的に活用する試み」第27回
KYOTO オープンサイエンス勉強会、2019年
１月（京都）
＜学会・社会的活動＞
・久保川イーハトーブ自然再生協議会委員
・日本魚類学会自然保護委員会委員
・日本魚類学会公認若手の会庶務
・bayfm「LoveOurBay」　出演　2018.5
・テレビ東京系列「東京湾大調査３【全800種！
激レアから猛毒までお魚コンプリート】」　監
修・出演　2018.8
主　藤　久　枝（子ども学）
＜学会・社会的活動＞
・日本家政学会
・日本保育学会
・日本世代間交流学会
・日本発達心理学会
・日本保育者養成教育学会
・こども環境学会
・日本世代間交流協会会員
・OMEP　日本委員会会員
・学校法人小町学園　昭島恵泉幼稚園　評議員
・NPO 法人東村山子育て支援ネットワークすず
め　つばさ保育園　運営委員
・NPO 法人東村山子育て支援ネットワークすず
め　第三者委員
田　岡　紀美子（対人援助職の倫理的ジレンマ、
援助職養成における教育的効果）
（著書）
１．田岡紀美子（2018）「第14章子育て支援にお
ける関係期間との連携」松井圭三・小倉毅・
今井慶宗編著『NIE 家庭支援論演習』大学
教育出版、pp.125-132.
（学術論文）
１．田岡紀美子・今井慶宗・名定慎也・安田幸平・
吉田真浩（2018）「高齢者施設で働く介護職
員の専門職としての意識について」『草の根
福祉』第48号、pp.71-84.
２．田岡紀美子（2018）「保育者養成における映
像教材の活用と児童福祉問題に関する気づき
の構造について」『日本教育実践学会研究大
会論文集21』、pp.138-139.
（その他）
１．［学会発表］田岡紀美子「保育者養成におけ
所
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る映像教材活用と児童福祉問題に関する気づ
きの構造について」日本教育実践学会第21回
研究大会、2018年12月（岡山理科大学）
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本社会福祉教育学会
・日本教育実践学会
・関西教育学会
・日本保育ソーシャルワーク学会
大学院　子ども学研究科
無　藤　　隆（発達心理学）
（著書）
１．無藤隆（2018）『３法令すぐわかるすぐでき
るおたすけガイド－幼稚園教育要領・保育
所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・
保育要領』ひかりのくに
２．無藤隆・汐見稔幸・大豆生田啓友編著（2018）
『３法令から読み解く乳幼児の教育・保育の
未来－現場で活かすヒント』中央法規出版
３．汐見稔幸・無藤隆監修（2018）『保育所保育
指針幼稚園教育要領　幼保連携型認定こども
園教育・保育要領解説とポイント－平成30
年施行』ミネルヴァ書房
４．無藤隆監修、大方美香編著（2018）「平成30
年度実施ここが変わった！指導要録・保育要
録早わかりガイド－幼稚園幼児指導要録・保
育所児童保育要録・幼保連携型認定こども園
園児指導要録」チャイルド本社
５．無藤隆・大方美香編著（2018）『幼稚園幼保
連携型認定こども園要録の書き方』ひかりの
くに
６．無藤隆・大方美香編著（2018）『保育所幼保
連携型認定こども園要録の書き方』ひかりの
くに
７．無藤隆監修、大方美香編著（2018）「書ける！
伝わる！保育所児童保育要録書き方＆文例集
－平成30年度実施」チャイルド本社
８．無藤隆監修、大方美香編著（2018）「書ける！
伝わる！幼稚園幼児指導要録書き方＆文例集
－平成30年度実施」チャイルド本社
９．無藤隆監修、大方美香編著（2018）「書ける！
伝わる！幼保連携型認定こども園園児指導要
録書き方＆文例集－平成30年度実施」チャイ
ルド本社
10．無藤隆・大豆生田啓友編著（2019）『子ども
の姿ベースの新しい指導計画の考え方－新要
領・指針対応』フレーベル館
11．無藤隆［ほか］編著（2019）『子どもの理解と
援助－育ち・学びをとらえて支える』光生館
12．無藤隆・大豆生田啓友・松永静子編著（2019）
『教育・保育の現在・過去・未来を結ぶ論点
－汐見稔幸とその周辺』エイデル研究所
13．無藤隆［ほか］編著（2019）『保育の心理学
－子どもの育ち・学びを知る』光生館
＜学会・社会的活動＞
・日本心理学会
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本保育学会
・日本乳幼児教育学会
・日本質的心理学会
・日本生活科・総合的学習教育学会
・保育教諭養成課程研究会（理事長）
・文部科学省中央教育審議会委員
・内閣府子ども・子育て会議会長
・国立教育政策研究所評議員・上級フェロー
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